
①　字形一致に係る対応表 ・・・別添　１

②　正字対応表（異体字） ・・・別添　２

③　類字対応表 ・・・別添　３

④　在留カード等に表記する氏名漢字　

　　資料「簡体字等を正字に置換する場合の基本的考え方（案）」５頁（注１）を御参照願います。

各対応表等の見方

簡体字等を正字に置換する場合の基本的考え方（案）



別添１

字形一致
の場合は
１：１

置換前の
簡体字等

(Unicode4.0等)

置換後の
　正字

(Unicode4.0等)

置換後の
　正字

(住基統一文字コード)

対応する住基統一文字コードが
複数存在する場合（１：ｎの場合）
（一番左のコードが第１順位，
以下，第２順位，第３順位・・・
と続く。）

置換後の正字のコード番号が無い文字
は，「基本的考え方」５頁の（注１）及び
（注２）に該当する文字

字体が異なって
いても，統合化
操作が行われて
いる場合（同じ
Unicodeのコー
ド番号である場
合）などのときは
字形一致表で整
理される。



別添２

置換前の
簡体字等

(Unicode4.0等)

置換後の
　正字

(Unicode4.0等)

置換後の
　正字

(住基統一文字コード)

簡体字等に対応する正字が２文字存在す
る場合（１：２の場合）の表示
→　上段が第１順位，下段が第２順位
　　（対応する住基統一文字コードを
　　上段／下段で区別して表示）

対応する住基統一文字コードが
複数存在する場合（１：ｎの場合）
（一番左のコードが第１順位，
以下，第２順位，第３順位・・・
と続く。）



別添３

置換前の
簡体字等

(Unicode4.0等)

置換後の
　正字

(Unicode4.0等)

置換後の
　正字

(住基統一文字コード)

簡体字等に対応する類字が２文字存在す
る場合（１：２の場合）の表示
→　上段が第１順位，下段が第２順位
　　（対応する住基統一文字コードを
　　上段／下段で区別して表示）

対応する住基統一文字コードが複数存在する場合（１：ｎの場合）
（一番左のコードが第１順位，以下，第２順位，第３順位・・・と続く。）
→　本事例のように字形が完全に一致する住基統一文字コードが
　　無い場合には，Unicodeとコード番号の一致する住基統一文字が
　　第１順位となる。


